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■
一

ワ
日
本
の
代
表
的
縦
笛

「尺
八
」
。
そ
の
攻
撃
的
か
つ
癒
さ
れ
る
音
色

は
、
尺
八
フ
ア
ン
な
ら
ず
と
も
魅
了
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

利
道
則
行
さ
ん
と
尺
八
と
の
出
会
い
は
２０
歳
の
頃
。
尺
八
の
竹
材

を
依
頼
さ
れ
、
「尺
八
を
手
掛
け
て
み
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
こ
と
で

し
た
。
興
味
を
持

っ
た
利
道
さ
ん
は
尺
八
作
り
を
独
学
。
「千
本
に
数

本
し
か
な
い
」
と
い
う
尺
八
に
最
適
な
真
竹
を
探
し
出
し
、
「月
に
２

本
作
る
の
が
精

一
杯
」
と
い
う
調
律
の
と
れ
た
尺
八
を
気
持
ち
を
込

め
て
作

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「実
際
に
吹
い
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
」
と
吹
き
方
も
独
学
で
練
習
し
ま
し
た
。

「こ
れ
か
ら
も
１
本
１
本
を
大
事
に
、
吹
き
手
が
気
持
ち
よ
く
吹
け

る
尺
八
を
作

っ
て
い
き
た
い
」
と
利
道
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

日
本
の
伝
統
文
化

「尺
八
」
。
多
く
の
人
に
良
質
の
尺
八
の
音
色
を

聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

町 の 匠
利道則行さん (高森・津留)
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ぶん た

飯塚 圭祐さん

高森・旭通 20歳
●お仕事

ひゆがやで働いています。

●趣味
ドライブ。

●一番やりたいこと

友だちと夏らしい所に

行って、 夏らしいことがし

たい。

●理想のタイプ

南米的な人。

宇藤 豊太くん

1歳   簑
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● ● ユ ンボ とトラクターが大好きで

す。パパまた乗せてね !

宇藤 浩介さん

亜由美さん
(高森・下町)

ぶ
ｄ
量
一

Ｊ
■
■
ワ

父

母

四
ヽ

高森町の人口の動き
世帯数/2,684戸 (+3)
男 :3,609人 (+1)/女 :3,952人 (-4)
総 数/7,561人 (-3)
(平成 17年 5月 31日 現在 )

口鼻‐年 日本を襲った数回の大型台風。農作物被害や避難勧

「

F告 が出るなど町内にも大 きな影響 をもたらしました。

今年 も台風が発生 しやすい時期 を迎え、またいつこのような

台風が発生するかわか りません。

昨年各家庭に配布 した「防災マ ップ」を参考に、避難場所

や防災関連施設などの位置を確かめ、 日頃から家庭や地域で

防災意識を高め、非常時への備えをしておきましょう。

鰺|む″
欝

高森町マスコット

llO,551 +nl,+.'Es*ftft
発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
http://www.town.takamori.kumamoto」 p/
印刷/(株 )熊本新生社印刷
′日、_日 ′、′、

;“ 詈亀ξミξ 占紙配合率 100%再 生紙を使用 していまつ

森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています
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An editorial postscript



7/′ ポ肛:2
湧水 トンネル七
夕まつり/湧
9:00～
阿蘇郡市民体育祭

蝙屹
万年青会/上
10:00^ν

囃辟
子育て教室/林
13:30^マ

ハ ■
′ =

こ ]

人権相談/芙
13:00～

野菊の会/朋
10:00～

盆郎

3:00～

育児・児童相談
/芙

八 罐
鶴♂ 腱

こどもキャ

見神社夏祭り

ンペーン/旧
12:00^ヤ

鰈
心配ごと相談/
芙 13:00～

呵
１
１

■
Ｉ
Ｅ

T akamori alendar たかもリカレングー  ■7月 10日 ～8月 13日

吻鱚卜甕躍

湧
林
朋

一
タンセ畑締齢

湧
林
朋

上 上町公民館
温 高森温泉館
芙 芙蓉館

旧・
1日 上色見小学校

住民健診|ま病気の早期発見・早期治療に役立つと

共に健康について改めて考えてみるチャンスです。

日頃から気をつけているつもりでも、自分自身で

健診結果を管理することにより、自分の体に対して

きちんと向き含え、無理をしない生活スタイルを送

ることができます。

この機会にぜひ受診しましょう。

体
の
点
検
！

年
に

一
度
の

婦人健診の受診日程について

今年度の住民健診では、婦人健診 (乳がん、子官がん、骨

粗髪症検査)が行われる日と行われない日があります。婦人

健診を希望される女性の方は、左記日程表を確認の上、婦人

健診が行われる日に受診 してください。

■お問い合わせ先

保健福祉課保健推進係 ■L62-1]]](内線 ]25)

^

●  ●

● ●

[住 所]    [死 亡者]

上色見 。大村 甲斐 敏二

[年齢]

84

83

74

84

82

83

97

73

56

[御遺族]

甲斐サチ子

後藤 初男

甲斐 睦夫

大村 敬止

後藤 シズ

住吉チシ子

阿南  堅

玉井八千代

山村 静風

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>後藤 幸光 大村 敬止

玉井八千代

工藤 正信

荒牧 七蔵

芹 日・菅の迫 藤

斐

村

藤

吉

後

甲

大

後

住

ノブ

和子

正巖

美信

清経

ノキ Lr
l■ 日

山村

本田

子

風
夫

シ
静

利

チ

中 。 中 村

草 部。社 倉 河崎 啓蔵

<一般寄付>野尻タツ子芹 口・ 古 畑

和

山

昭

村

森

森

一品

一昌 阿南ツヤコ

玉井 卓男

山村 和明

お詫びと訂正

山

和

村

昭

森

森

昔
同

一局

広報たかもり6月 号の7ペ ージ『職員配置図と事務内容』で、

野尻秀子さんを色見保育園と記載しましたが、野尻保育園の誤

りでした。また、9ページ『高森東小学校みどりの少年団結団

式』で、山下校長と記載しましたが、山内校長の誤りでした。

お詫びして訂正します。

13

増 ‐リ

1/

馘轟

18

子 育 て教室/林
13:30～

どぎゃん会/朋

9:30～

高森温泉館休館日

/温

機育田‖練あゆみ会/
温 13:30～

献血/林
9:30～
3才児健診 /林
13:30^ウ

餓麟
年金相談/林
10:00^レ 15:00

・ |.:

役場支払日

霧炒

16

つQ
ι ツ

∞=・
111

役場支払日

8/

9

日

:30ヽ
か月児健診/林

錢 6

７
・ 8

ありが
｀
どうご

｀
ざいまにた (敬称略)

婦人健診

“

おくヤみもうヒろしずます
2005年 5月 受付分 (敬称略)

15 TAKAMoRrrov,N-2005.7

胸部(肺がん|1結核)1検査

便潜血検診

胃がん検診 40歳以上 900円

回珊璧測避獨 40歳以上 700円

40歳以上の女性 900円

対象年齢 料金

19～160歳 顧璽回□

701歳以上 無料

40歳以上 無料

40歳以上 300円



月 日 (曜 日) 実施会場 行政区 受付時間

平成 17年度住民健康診査日程表

「
初
盆
を
迎
え
ら
れ
る
ご
家
庭
」

の
記
事

あ
し
た

「
め
ば
え
の
朝
」

熊
本
県
で
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
対
す

る
県
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
各
種

啓
発
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
左
記
の
と
お
り
人
権
同
和

問
題
啓
発
映
画
の
テ
レ
ビ
放
送
を
実
施

し
ま
す
。

○
日
　
時
　
７
月
３１
日

（日
）

１４
時
～
１４
時
５０
分

○
映
画
名
　
「め
ば
え
の
朝
」

○
放
送
局
　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送

○
日
　
時
　
７
月
２１
日

（木
）

１０
時
～
１５
時

○
場
　
所
　
芙
蓉
館

○
内
　
容

家
事
問
題

（相
続
、
離
婚
、
親
子
関
係

な
ど
）
、
金
銭
問
題
、
登
記
手
続
、
い
じ
め
、

差
別
な
ど
や
心
配
ご
と
な
ど

○
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
今
回
の
特
設
人
権
相
談

日
以
外
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｌ
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
地
方
法
務
局
阿
蘇
支
局

■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
１
３
７

尾下体育館
     匡票l

河原生涯学習センター 河原 1

(旧河原小学校)     '可原2

日 (日 )高森中学校

7月 11日 (月 )月月遊館

7月 1?日 (火)蔭昴縞糧校)

7日 1乙 目 r大ヽ 草部生涯学習センター 芹口
′′り::日 ヽ́l｀ノ

(旧草部中学校)    永野原

7月115日 (金)飛
尼1着:;「1覇

センター
月倉原

本黄田I

津留

津留 1

野尻 1

矢津田

中

8iOO～  9

9:00～ 10

8:00´ν 9

9:00´-10

8:OO～  9

9:00～ 10

8:00～  9

9:00´-10

8:00´, 9

9:00´V10

8iOO～  9

9:00～ 10

ミ毎瓜刀 ′つ
ノキ 田 こ

野 尻 2

00_

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

×

×

∪

_ヽノ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

⌒
V

⌒
Ψ

⌒
Ψ

⌒
Ψ

×

×

(金)高森中学校
村山

上在

下町

冬野

旭通

日召禾□

天神 。上町

森

00～ 9

00´ν ]O

00～ 10

8:00～  9

9:00´V10

8:OO´ν 9

9:00～ 10

8:00～  9

9:00～ 10

8:00～ 10

8:00～ 10

8:00～  9

9:00～ 10

●

●  ●

戸狩 ・丼上 8:00～ 10:00

移
動
献
血
車
が
来
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
８
月
３
日

（水
）

９
時
３０
分
～
Ｈ
時
３０
分

１２
時
３０
分
～
１６
時

○
場
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

隕
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

■
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）

●

愛
の
献
血

皆
さ
ま
の
早
期
発
行
の
ご
要
望
に
お
応

え
し
て
、
今
年
は
７
月
２４
日
ま
で
の
内
容

で
、
広
報
誌
と
は
別
に
７
月
２７
日
に

「広

報
た
か
も
り
号
外
」
と
し
て
全
世
帯
に
配

布
し
ま
す
。
（
こ
れ
以
降
の
追
加
、
変
更

は
各
組
回
覧
）

次
の
場
合
は
、
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合

（翌
年
度
に
変
更
さ
れ
る
場
合
な
ど
）

。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
が
、
本
町

に
住
所
が
無
か
っ
た
が
、
本
町
で
初
盆

を
迎
え
ら
れ
る
な
ど
で
、
本
記
事

へ
の

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合

■
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
３
３
）

フ日lR口 r+ヽ 上色見生涯学習センター ,先川 。大本寸     8
′́コ|~― 一ヽノ

(旧上色見小学校)   東中原・西中原・前原 9

フ月

'9日

(大)濡
」
「

lttF‐曇扇

センター
山鳥 中園 西丁  8

7日 つ∩口 rヤヽ 草部生涯学習センター 草部
′′」~V中 ヽ́」`ノ

(旧草部中学校)    菅山・下切

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00
00

フ月24日 (日 )

7月 25日 (月 )

フ月26日 (火 )

高森中学校

高森中学校

高森中学校

フ月 2フ 日 (水)高森中学校

※朝食は食べずに受診 してください。 ※指定日に受診できない方は期間中の別の日に受診 してください。

7月 10日

7月 17日

7月 18日

7月 24日

7月 31日

8月 7日

8月 14日

立 野 病 院

藤 本 医 院

平 田 医 院

立 野 病 院

馬 原 内科 医 院

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

TEL 68-0111

TEL 67-0020

TEL 62-0216

T肌 68-0111

TEL 62-0646

Tl〕L62-0378

TEL 62-3351

24時間電話を通して健康をお届けします。

◎ 7月 のテーマ

躙月曜日
子どもの熱中症

黎火曜日

熱中症に注意 しましょう

躙水曜日

夏に多い子どもの耳の痛み
晰木曜日

歯ぎしりと歯周病
蜀金曜日

子どもの夏かぜ

鰈土曜日・ 日曜 日

性教育シリーズ⑬

健康問題 を

24時 間、

日書 わりで

お送 りします

TAKAMORI TOiWN-2005。 7 14

工  事 (委託業務)名

平成 17年度地籍調査測量業務委託

工   期

H17.6.7～ H18.2 15

契約金額 (円 )

26,565,000

請 負 者

(株)ス ペック

社倉・水迫線災害復旧工事 7,350,000 (有)佐藤建設

中島・赤羽根線災害復旧工事 H17.6.7～ H17.8.31 5,649,000 (資)池 田建設

柳谷・木郷線災害復旧工事 5,292,000 (株)草村道路建設工業

高森中央小学校校舎・体育館耐震診断調査委託 H17.6.20～ H17.12.22 6,982,500 (株)太宏設計事務所

社倉・水迫線道路整備測量設計業務委託 H17.6.20～ H17.11.15 6,930,000 (株)福永測量設計

社倉・水迫線道路整備工事 H17.6.20´V H17.8.31 7,245,000 (有)佐藤建設

天神 。前原線道路整備工事 H17.6.20～ H17.11.7 15,508,500 (資)石原建設

色見環状線道路整備工事 H17.6.20～ H17.11.30 24,129,000 (株)高梢

中川原線道路整備工事 H17.6.20´Ψ H17.11.7 16,674,000 (株)草村道路建設工業

入札結果

祓
ポ
憫
√
跛雉

鵞
褥
一

鰹

鶉　輻
・骰爾

鞘憚攣暉鯵

獨■重

鰺
　
繭 眩 虫

購館目目目構鏡

爾鑽圏目田懺蝿鐵‐|

繭 轟 目 曰 饉

本
嗜９

熊
０‐

7月  8日 (金 )

婦人健診

診療は午前9時から午後5時 まで

500万円以上

H17.6.7～ H17.8.31

H17.6.7´ ′ヽH17.8.31
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鳴 、ヽ
懸

凸捩

韓
本
鼎
小
児
救
急‐‐電
話
相
談‐事
業

平
成
１７
年
６
月
１
日
か
ら

「
小
児
救

急
電
話
相
談
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

夜
間
に
お
け
る
お
子
さ
ま
の
急
な
病

気

へ
の
対
処
や
応
急
処
置
な
ど
を
相
談

で
き
る
窓
口
で
す
。

相
談
員
が
お
子
さ
ま
の
様
子
を
お
伺

い
し
、
対
応
方
法
な
ど
の
助
言
を
行
い

ま
す
。

た
だ
し
、
電
話
に
よ
る
限
ら
れ
た
情

報
に
基
づ
く
助
言
で
す
の
で
、
あ
く
ま

で
も
相
談
さ
れ
る
方
の
ご
判
断
の
参
考

と
し
て
く
だ
さ
い
。

○
相
談
時
間
　
毎
日
、

１９
時
～
２３
時

○
電
話
番
号

。
家
庭
の
固
定
電
話

（プ
ツ
シ
ュ
回
線
）

か
ら
…
♯

（シ
ャ
ー
プ
）
８
０
０
０
番

・
携
帯
電
話
や
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
固
定
電

話
か
ら
…
０
９
６
‐
３
６
４
‐
９
９
９
９

０
相
談
員
　
専
任
相
談
員

（看
護
師
）

親
子

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

見
学
会
」
参
加
者
募
集
！

○
目
　
的

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
理
解
と
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
７
月
２４
日

（日
）

９
時
３０
分
～
１５
時
１０
分

（集
合

。
解
散
は
県
庁
）

○
場
　
所
　
西
原
村
の
風
力
発
電
所
他

○
対
　
象
　
小
学
４
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

○
参
加
料
　
無
料

。
弁
当
付

○
募
集
期
限
　
７
月
１１
日

（月
）

○
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
。
Ｅ
メ
ー
ル

蝙
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
土
地
資
源
対
策
課

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

８

４

１

３

２

５

３

健
康
に
不
安
の
あ
る
方
ま
た
病
気
予

防
の
た
め
に
、
健
康
診
断
の
結
果
を
相

談
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

阿
蘇
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
相

談
を
無
料
で
で
き
ま
す
か
ら
、
気
軽
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

３

４

‐

１

１

７

７

ＦＡＸ

０

９

６

７

１

３

４

１

１

６

１

９

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
を
よ
り
進
め

る
た
め
に
育
児

・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説

明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
説
明
会
終
了
後
、
改
正
法
に
沿
っ

た
就
業
規
則
の
規
定
化
等
に
つ
い
て
の
個

別
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

○
日
　
時
　
７
月
２０
日

（水
）

１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

○
場
　
所
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本

○
説
明
内
容

。
改
正
育
児

・
介
護
休
業
法

。
一
般
事
業
主
行
動
計
画

・
労
務
管
理
に
お
け
る
留
意
点

・
助
成
金
制
度

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

２

１

３

８

６

５

ご
相
談
く
だ
さ
い

財
団
法
人
労
災
年
金
福
祉
協
会
は
、

労
働
災
害
に
よ
り
重
度
の
障
害
を
負
わ

れ
た
方
や
遺
族
と
な
ら
れ
た
方
に
対
し
、

主
に
次
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

・
各
種
相
談
業
務

（労
災
保
険
、
「過
労
死

等
」
、
法
律
、
介
護
、
及
び
健
康
等
）

・
盲
導
犬
の
貸
与
、
義
肢
装
着
者

・
介
護

者
講
習
会

・
福
祉
用
具
購
入
費
助
成

。
重
度
障
害
者
の
絵
画
等
作
品
展
開
催

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

靱
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
災
年
金
相
談
所

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

２

１

８

７

０

０

‐       _´ く,

__lC,
´ -0

.■■

λ

ν
り
‐熊

本
県
難
病
相
談
ｏ
支
援
セ
ン

地震・台風に ゝ
つよ、

ス

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

熊
本
県
難
病
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
で
生
活
さ
れ
る
難
病
患
者

の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
の
日
常
生
活
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
地
域
交

流
活
動
を
応
援
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
電
話
相
談
・来
所
相
談
　
９
時
～
１６
時

○
お
休
み

。
水
曜
日

・
祝
日

。
１２

月

２９

日

～

１

月

３

日

鼈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
市
東
町
４
丁
目
１１
‐
１

熊
本
県
健
康
セ
ン
タ
１
３
階

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

３

１

１

０

５

５

５

ＦＡＸ

０

９

６

‐

３

６

９

‐

３

０

８

０

職
場
で
働
く
人
々
が
い
つ
ま
で
も
い
き

い
き
と
働
き
続
け
る
た
め
に
は
健
康
な
身

体
と
豊
か
な
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
説
明
会

地

震

台

風

数
本
の
活
断
層
が
斜
め
に
横
切
る
熊
本
県
は
、
阪
神

・

淡
路
大
震
災
級
の
大
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高

い

と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
が
起
き
た
と
き
に
大
切
な

こ
と
は
、
慌
て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
で
す
。

自
宅
で
は

◆
居
間ま

ず
は
自
分
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
。
机
の
下

な
ど
に
隠
れ
て
、
揺
れ
で
は
じ
き
出
さ
れ
な
い
よ
う

に
机
の
脚
な
ど
を

つ
か
み
ま
し
ょ
う
。
頭
部
の
保
護

を
忘
れ
ず
に
。

◆
台
所台

所
な
ど
の
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。
揺
れ
が
ひ
ど

い
と
き
は
、
や
け
ど
な
ど
の
危
険
性
が
あ
る
の
で
少

し
収
ま

っ
て
か
ら
消
し
ま
す
。

◆
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら

ま
ず
、
玄
関
な
ど
の
ド
ア
を
開
け
て
出
口
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
た
り
、

非
常
持
出
品
の
準
備
を
し
ま
し
よ
う
。

外
出
先
で
は

◆
デ
パ
ー
ト

・
ス
ー
パ
ー

バ
ツ
ク
な
ど
で
頭
を
守
り
、
陳
列
棚
や
商
品
の
落

下
の
危
険
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
離
れ
ま
し
よ
う
。

◆
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
す
べ
て
の
階
の
ボ
タ
ン
を
押

し
て
、
停
止
し
た
階
で
外
に
出
ま
し
ょ
う
。

◆
車
の
運
転
中

周
囲
の
車
の
動
き
に
注
意
し
て
道
路
左
側
に
寄
せ
、

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
ま
す
。

台
風
は
予
測
で
き
る
か
ら
と
安
易
に
考
え
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
毎
年
、
台
風
に
よ
る
集
中
豪
雨
の
被
害
や
土
砂
災

害
が
起
き
て
い
ま
す
。
油
断
せ
ず
日
頃
か
ら
十
分
な
対
策

を
立
て
て
お
き
ま
し
よ
う
。

気
象
情
報
に
注
意
！

気
象
情
報
に
十
分
注
意
し
、
暴
風
警
報
、
強
風
注
意
報
、

大
雨

・
洪
水
な
ど
の
注
意
報
、
警
報
が
出
た
場
合
は
、
早

め
の
対
策
や
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

自
宅
で
は

ベ
ラ
ン
ダ
や
家
の
周
り
の
鉢
植
え
や
物
干
し
ざ
お
な
ど

飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
室
内
へ
。
窓
は
雨
戸
を
閉
め
て

カ
ー
テ
ン
も
閉
め
て
お
き
ま
し
よ
う
。

外
出
先
で
は

◆
建
物
の
地
下

浸
水
で
出
入
り
口
が
ふ
さ
が
れ
た
り
、　
一
気
に
水
が

流
れ
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
め
に
地
上

に
避
難
す
る
な
ど
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
車
の
運
転

豪
雨
の
と
き
は
車
の
運
転
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
道
路

が
浸
水
し
た
と
き
は
、
水
が
少
な
い
場
所
を
選
び
、
ゆ
つ

く
り
と
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
よ
う
。

◆
川
な
ど
に
は
近
づ
か
な
い

上
流
の
豪
雨
な
ど
で
増
水
し
、
河
川
の
水
位
が
急
に

変
わ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
川
や
用
水
路
な
ど
に
は
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

土
砂
災
害
に
も
注
意
！

日
頃
か
ら
危
険
箇
所
を
調
べ
て
お
き
、
小
石
が
パ
ラ
パ

ラ
と
落
ち
て
き
た
り
し
た
ら
早
め
に
避
難
し
ま
し
よ
う
。

労
災
保
険
の
こ
と
，
お
気
軽
に

●  ●

●  ●

フ
レ
ー
フ
レ
ｌ
ｏテ
レ
フ
オ
ン
熊
本

（財
）
２１
世
紀
職
業
財
団
で
は
、
子
育

て
し
な
が
ら
働
く
パ
パ
と
マ
マ
を
支
援

す
る
た
め
に
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

成
し
ま
し
た
。
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

養
成
講
座
を
受
講
し
て
専
門
的
な
知
識

を
持

っ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
や
育
児

。
介
護

・

家
事
代
行
情
報
を
電
話
で
無
料
提
供
し

ま
す
。

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

フ
レ
ー
フ
レ
ー

・
テ
レ
フ
ォ
ン
熊
本

■
０
９
６
‐
３
２
４
‐
２
０
２
０

課務税場役Ｔ
Ｊ

”
ロ森古同／／すで月日１

■月∩Ｘ
∪

ま限菫
ハ

由
ロ

玄

小の期（
６第税険保康事

キ一
れ
メ
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高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長
　
十
↑
　
田
　
研
二

，ム
タ
ル
″

●
　
　
・
ら

え
ゝ

五
木
ひ
ろ
し

や
、
八
代
亜

紀
さ
ん
を
は

界
の
そ
う
そ
う

顔
を
そ
ろ
え
た
、
ア

の
コ
ン
サ
ー
ト
。
伝
統
芸
能
の
出

演
、
そ
し
て
共
演
を
図
り
た
い
と

の
申
し
入
れ
に
、
勇
壮
そ
し
て
素

朴
で
あ
り
、
私
達
が
忘
れ
よ
う
と

し
て
い
る
連
帯
の
心
を
持
ち
得
た

団
体
が
い
る
ん
で
す
よ
と
、
即
座

に
野
尻
川
上
神
社
獅
子
舞
保
存
会

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
答
え
ま
し
た
。

ア
ス
ペ
ク
タ
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
意
図
は
、
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん

の
提
唱
に
よ
る
、
地
球
規
模
で
の

緑
化
事
業
の

一
環
と
し
て
、
コ
ン

サ
ー
ト
で
の
収
益
金
を
あ

て
た

い
。
と
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

阿
蘇
で
の
開
催
に
あ
た
り
、
野
尻

川
上
神
社
獅
子
舞
保
存
会
の
出
演

内
諾
を
得
た
の
は
、
か
た
い
櫻
の

苦
が
や
っ
と
開
き
始
め
た
、
早
春

の
頃
で
あ
り
ま
し
た
。

海
部
前
総
理
、
小
池
環
境
大

臣
、
潮
谷
知
事
も
出
席
さ
れ
て
の

コ
ン
サ
ー
ト
。
地
球
緑
化
を
目
指

ヽ
１
′

′９
プ

７
ハ

ブ
　
ヽ

ヽ
‐
ヽ

ハ
Ｊ
σ

し
て
、
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
が
提
唱

さ
れ
た
こ
の
事
業
は
、
継
続
さ
れ
、

来
年
は
モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
の
開
催

だ
と
、
日
を
輝
か
さ
れ
て
い
ま
し

日
本
側
ス
タ
ツ
フ
に
は
明
確
な

意
識
、
そ
れ
は
新
中
国
建
設
に
関

わ
ろ
う
と
す
る
、
素
直
に
そ
し
て

謙
虚
な
姿
勢
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
新
た
な
日
中
関
係
を
構

築
す
る
と
し
た
、
熱

い
思

い
を

も

っ
た
、
若
者
達
の
集
い
が
あ
り

ま
し
た
。

日
本
側
は
、
あ
ら
ゆ
る

一
流

と
言
わ
れ
る
人
、
そ
し
て
そ
の
様

な
機
材
を
も

っ
て
望
み
ま
し
た
。

五
万
人
収
容
出
来
る
北
京
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
会
場
。
ス
テ
ー
ジ
の
前

に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
制
御
の
星
を
散

り
ば
め
、
そ
れ
は
日
本
国
内
で
の

お
披
露
目
よ
り
、
北
京
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
方
が
先
で
あ
り
ま
し
た
。

日
本
人
エ
ン
ジ
エ
ア
は
、
惜
し
げ

も
な
く
、　
一
流
の
技
術
が
新
中
国

建
設
に
役
立
て
ば
と
す
る
、
通
訳

を
介
し
て
、
あ
る
い
は
自
ら

一
生

懸
命
紙
切
れ
に
書
き
、
現
地
ス
タ
ッ

フ
に
伝
授
す
る
さ
ま
は
、
あ
の
戦

争
を
越
え
て
、
新
し
い
時
代
に
日

中
の
若
者
が
手
を
取
り
合
い
、
そ

れ
は
ま
さ
に
使
い
古
さ
れ
た
か
の

言
葉
で
あ
り
ま
す
が
、
友
好
の
原

点
が
あ
り
ま
し
た
。
誇
り
に
も
に

た
気
概
、
ス
テ
ー
ジ
前
を
埋
め
尽

く
し
た
輝
く
星
に
、
つ
め
か
け
た

五
万
人
余
の
歓
声
と
、
そ
れ
が
新

し
い
時
代
の
予
感
だ
と
、
中
国
の

マ
ス
コ
ミ
各
社
が
報
じ
ま
し
た
。

忘
れ
て
い
た
あ
の
時
。
そ
れ
は
、

久
し
ぶ
り
で
の
堀
内
孝
雄
さ
ん
と

の
再
会
で
交
わ
し
た
思
い
出
で
話

し
で
あ
り
、
あ
の
時
を
共
有
し
た

も
の
達
に
と

っ
て
の
、
杞
憂
で
あ

り
ま
す
。

本
来
、
野
尻
川
上
神
社
獅
子
舞

保
存
会
は
、
堀
内
孝
雄
さ
ん
の
希

図
を

一
番
に
背
負
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
、
伝
統
芸
能
そ
し
て

地
区
の
祭
り
事
で
あ
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
多
く
の
場
で
。
チ
ャ

ン
ス
が
あ
れ
ば
海
外
公
演
。
地
区

総
出
で

一
生
懸
命
に
継
承
し
て
い

る
伝
統
芸
能
を
披
露
す
る
、
拍
手

こ
そ
が
報
わ
れ
る
喜
び
の
時
間
で

あ
り
ま
す
。

た
。出

演
者
の
堀
内
孝
雄
さ
ん
と
は

旧
知

で
あ
り
ま
す
。
彼
が
ア
リ

ス
と
し
て
活
動
し
て
い
た
８０
年

代
、
北
京
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
私

に
と

っ
て
は
、
彼
ら
と
の
最
初
の

出
会
い
で
あ
り
ま
し
た
。
中
国
で

は
、
音
楽
関
係
機
材
等
が
ま
だ
ま

だ
不
足
し
て
い
た
時
代
、
電
源
車

か
ら

一
切
を
日
本
か
ら
持
ち
込
み

ま
し
た
。
準
備
に
人
民
解
放
軍
兵

士
の
協
力
を
得
る
も
の
も
の
し
い

体
制
、
客
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、

コ
ン
テ
ナ
で
機
材
を
運
び
込
み
ま

し
た
。
街
の
明
か
り
は
薄
暗
く
、

人
々
は
紺
色
の
人
民
服

一
色
を
ま

と

い
、
そ
の
薄
明
か
り
の
中
で
、

ど
よ
め
く
よ
う
に
見
え
た
瞳
が
、

や
が
て
変
わ
ろ
う
と
す
る
胎
動
が

聞
こ
え
始
め
た
、
あ
る
面
で
中
国

が
と
て
も
素
晴
ら
し
い
時
代
で
あ

り
ま
し
た
。

の
歌

の
背

景

で

の
公
演

予
定

で

あ

り

ま

し

た

、、い
、
　
，

ヽ
　
　
ＩＦ

ヰ″
　
―
′
ノ
‐
キ
′

ル
等
時
間
の
都

合

上

そ
れ
は
、

か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

私
は
、
本
町

の
伝

統

芸

能

と
、

２０
余
年
関

わ

っ
て
き
ま
し

た
。
お
蔭
様
で

多
く
の
復
活
を

果
た
す
事
が
で

き

ま

し
た
。

し

か
し

こ

の
２０
年

は
、
過
疎

・
高

齢
化

・
少
子
化

と
私
達
の
国
が

抱
え
る
、
こ
の

様
な
問
題
の
縮

●  ●

●  ●

望
に
よ
り
、
彼
　
・
・

「夢みるこども基金」(事務局・福岡市)で は、

全国の歯科医院、歯科大学、歯科医療機関な

どの協力により、不要になった金歯、銀歯な

ど補綴金属のリサイクルで得た浄財をもとに、

子 どもたちの夢を育み、恵まれない人たちの

福祉にも役立てようとキャンペーン活動を展

開しています。

11回 目を迎える今年のキャンペーンは、新

潟県中越地震で被災 した山古志村 (現長岡市

山古志)と 福岡沖地震で被災 した玄海島の小

中学生を本町に招待 し、サッカーや乗馬、ホー

ムステイなどを通 じて地元子 どもたちとの交

流を広げ、本町が第二のふるさとになるよう

な計画をしています。

7月 30日 (土)～ 7月 31日 (日 )

※31日 の正午からは、FBS福 岡放送古賀ゆ

きひとキャスターを司会に、理事を務める

歌手のアグネス・チャンさんのキャンペー

ン紹介や歌の披露、山古志村・玄海島の代

表者による当時の状況や現状についての報

告などが行われます。

住民の皆 さまのご参加 をよろしくお願い し

ます。

■お問い合わせ先

高森町教育委員会 TEL62-1111(内 線 243)

h
σ

夕■
ヴJ

♪

期

　

場

○
　
　
○ 所 1日上色見小学校

みること・t
キャンペーン

本町では、観光客 と地域住民の交流促進を

図る観光案内人の養成講座を実施 します。

この講座は、観光案内だけを目的としたも

のではな く、広 く社会教育の一環 として高森

町を知るための地域学習です。お気軽にご参

加 ください。

○募集趣旨

自然、歴史、文化など本町が有する観光資

源 を掘 り起 こし、付加価値 をつけるため、

その観光資源を理解 していただき、町外か

ら高森町を訪れる観光客に町の魅力、素晴

らしさを知ってもらう。

○募集対象者 (男女年齢は問いません)

・本町に在住 し、自然や歴史、文化に興味

を持っている方

・本町が指定する日に講座を受講できる方

・山野の歩行に耐える健康を有する方
。本町の地域づ くりに関心を持ち、その活

性化策を実行できる方

○募集期間

7月 11日 (月 )～ 7月 29日 (金 )

午前 8時 30分～午後 5時

○講座内容

平成 17年 8月 ～平成 18年 3月 まで、 2時

間程度の講座を 10回程度 (た だし、追加す

る場合があります )

※講座については平 日の午後 7時頃から、現

地研修については土曜日または日曜 日を予

定しています。

■申し込み・お問い合わせ先

企画財政課企画係 TEL62-1]11(内 線 212)

観光案内

12

野尻川上神社獅子舞保存会
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児童扶養手当制度は、両親の離婚などにより、

父親と一緒に生活 していない母子家庭等の生活の

安定と自立を助け、児童の心身の健やかな成長の

ために支給される手当です。

《支給 の対象》

手当を受けることのできる人は、次の条件にあ

てはまる18歳未満の児童 (18歳 に達する日の属す

る年度末までの児童)を 監護 している母や、母に

代わってその児童を扶養している人です。

なお、児童が心身に中程度以上の障害を有する

場合は20歳 未満 まで手当が受けられます。いずれ

の場合 も国籍を問いません。

○父母が離婚 した後、父と生計を同じくしていな

い児童

○父が死亡した児童

○父が重度の障害 (国民年金の障害等級 1級程度)

の状態にある児童

○父の生死が明らかでない児童

○父から引き続き 1年以上遺棄されている児童

○父が法令により引き続き 1年以上拘禁されてい

る児童

○母が婚姻によらないで懐胎 した児童

○すて児などで、母が児童を懐胎 したときの事情

が不明である児童

《手 当額》

手当の支給は、全部支給と一部支給があ り、受

給資格者本人または、生計を同一 とする扶養義務

者の所得額で決定 します。

全部支給…月額41,880円

一部支給一月額41,870円 ～9,880円

2人 目は5,000円 、 3人 目か らは3,000円 が加算

され支給されます。

《手 当の支給》

手当の支給は、認定請求 した日の属する月の翌

月分から開始され、支給事由の消滅 した日の属す

る月分で終わります。

なお、原則 として手当は、毎月 4月 、 8月 、12

月にそれぞれの前月分までが支給されます。

※児童扶養手 当を受けられ て いる方ヘ

児童扶養手当を受けられている方は、 8月 12日

(金)ま でに「児童扶養手当現況届」を提出して く

ださい。

高森東小学校でプール開きが行なわれました。

準備運動をした後、全校児童60人はお待ち兼ねの

プールヘ。碁石拾いなどで水 と楽 しく遊んでいまし

た。また、恒例のヤマメつかみ取 りでは、元気に泳

ぐヤマメを大はしゃぎで追いかけていました。

ネコックスサッカー場でサッカー国際親善試合が

行われました。

この日は県内に在住するアメリカ、イギリス、オー

ス トラリア、カナダ出身の外国人と、高森高校サッ

カー愛好者、町内外の社会人ら約40人が参加。簡単

な英語でコミュニケーションしながらお互いの交流

を深めていました。

イギリス出身で今年 8月 にニュージーランドヘ渡

航するニックさんは「とても楽しめました。開催 し

てくれてありがとう」と話 していました。

折
角
で
す
が

見
つ
け
出
し

折
角
で
す
が

馬
原
　
馬
笑

上
井
加
根
代

後
藤
　
愛
子

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

松
山
キ
ヨ
子

後
藤
　
信
子

佐
藤
多
可
雄

佐
藤
　
重
信

岡
本
　
琴
司

桐
原
　
白
酔

●  ●

●  ●

高森東中学校 環境大臣賞受賞

地域環境美化に顕著な功績があった人や団体に贈

られる環境大臣賞に高森東中学校が選ばれました。

同中学校は、学校内の山林から採取 した微生物を

培養 し、給食の残さと混ぜて発酵させ、学校菜園の

たい肥にする活動を11年 間継続。地域への啓発活動

なども行ってきました。

11月 に行なわれる文化祭では、活動内容などを発

表する予定です。

渓
谷
に
新
緑
萌
る
落

の
郷

せ
み

変
り
て
も
や
が
て
蝉
な
く
五
木
の
里

川
辺
川
五
木
の
里
に
風
か
ほ
る

そ
れ
ぞ
れ
に
初
夏
の
暮
し
や
ダ
ム
の
村

ほ

お

じ

ろ

頬
白
が
鳴
く
草
原
に
夕
日
さ
す

水
没
の
移
転
の
中
に
鯉
の
ぼ
り

未
だ
若
木
つ
つ
ま
し
や
か
に
サ
ク
ラ
ン
ボ

去
年
今
年
同
じ
梢
に
藤
の
花

ま
あ
だ
そ
の
気
の
無
か
ご
た
る

太

ェ
お
灸
に
す
る
マ
ル
サ

職
場
に
伴
侶
見
つ
け
と
る

森後
藤

本
田

本
田

瀬
田

岩
下

鶴
林

森

正
六

法
龍

初
男

訓
子博

京
子言

Ｊ
ｒ

政
隆

浦 渡 森
塚 辺 川

そ
南 雲 よ
天 海 子

渡邊文枝さん・照英くん(高森・横町)

熊本県親子のよい歯のコンクール第 1位

渡邊文枝さん 。照英 くんが平成17年度熊本県親子の良い歯のコ

ンクール第 1位に輝 きました。

渡邊さん親子は、町が 3ヶ 月に 1回実施しているフッ素塗布に

欠かさず参加。昨年行なわれた 3才児健診で見事、親子むし歯ゼ

ロを達成しました。

文枝さんは「毎 日3回 しっか りと磨いています。今後は 1人で

磨けるようになってほしいです」と話していました。

肥

後

狂

句

　

文

月

（阿
蘇
御
神
火
会
）

（河
原
す
す
き
の
句
会
）
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高
森
東
小
学
校
プ
ー
ル
開
き

澁茜憬
■、

一
見
つ
け
出
し
　
酒
の
肴
に
な
る
写
真

折
角
で
す
が
　
そ
こ
は
力
士
の
降

つ
て
く
る

そ
う
だ
ろ
う
　
連
体
は
出
ん
ほ
う
が
良
か

の
さ
っ
と
る
　
笑
顔
で
暮
す
四
世
代

折
角
で
す
が
　
通
販
で
間
に
合

っ
て
ま
す

腹
も
立
と
う
が
　
口
に
出
し
た
ら
角
ン
立
つ

見
つ
け
出
し
　
生
木
は
裂
け
ず
折
れ
た
親

も
う
は
堪
ら
ん
　
拉
致
と
核
と
で
脅
さ
れ
て

折
角
で
す
が
　
健
康
の
為
歩
き
ま
す

の
さ

っ
と
る
　
孝
行
ば
か
う
子
ば

っ
か
り

腹
も
立
と
う
が
　
土
下
座
も
さ
せ
た
こ
つ
だ
け
ん

サッカーで国際交流■
日
■

i

■

:

な

ざ

■■
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個
人
事
業
者
の
方
ヘ

消
費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
で
、
平
成
１５
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
等
に
お
い
て
、
消
費
税
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
た
方
は
、
平
成
１７
年
分
は
消
費
税
の
課

税
事
業
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で

に
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
課
税
事
業
者
の
納
付
す
る
消
費
税
額
は
、
課
税

期
間
の
売
上
げ
に
対
す
る
消
費
税
額
か
ら
仕
入
れ
や
経
費

に
含
ま
れ
る
消
費
税
額
を
控
除

（仕
入
税
額
控
除
）
し
て

計
算
し
ま
す
か
ら
、
売
上
げ
、
仕
入
れ
な
ど
に
係
る
取
引

に
関
す
る
事
項
を
記
録
し
た
帳
簿
や
書
類
の
保
存
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
簡
易
課
税

制
度
を
選
択
し
た
場
合
を
除
き
、
取
引
事
実
を
記
録
し
た
帳

簿
に
加
え
、
取
引
先
か
ら
受
け
取
っ
た
請
求
書
等
の
保
存
も

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
帳
簿
等
の
保
存
期
間
は
、
そ

の
課
税
期
間
の
確
定
申
告
期
限
の
翌
日
か
ら
７
年
間
で
す
。

消
費
税
に
つ
い
て
の
帳
簿
の
記
載
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税

務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
９

ご
存
知
で
す
か
？

高
森
警
察
署
協
議
会

警
察
署
協
議
会
は
、
警
察
法
の
改
正
に
伴
い
全
国
全
警

察
署
に
平
成
１３
年
６
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

設
置
の
目
的
は
警
察
行
政
が
真
に
県
民
の
要
望
に
沿

っ

た
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

高
森
警
察
署
協
議
会
で
は
、
公
安
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

５
名
の
協
議
会
委
員
で
成
り
立
ち
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
の
代
表
と
し
て
、
年
３
回
開
催
す
る
定

例
会
議
時
等
に
、
警
察
行
政
に
対
す
る
意
見

・
要
望
を
表

明
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
高
森
警
察
署
に
お
い
て
６
月
１
日
付
け
で
高

森
町
か
ら
２
人
の
方
が
高
森
警
察
署
協
議
会
委
員
と
し
て

熊
本
県
公
安
委
員
会
か
ら
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

委
員
の
任
期
は
２
年
間
で
委
嘱
を
受
け
ら
れ
た
委
員
の

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
吉
良
　
禎
人
さ
ん

（高
森

・
横
町
）
　

　

　

一

〇
村
上
　
す
ま
子
さ
ん

（高
森

。
上
町
）
　

　

¨

高
森
警
察
署
で
は
、
委
員
の
方
々
に
対
し
、
警
察
署
長

一

が
諮
問
し
た
年
間
業
務
計
画
等
に
か
か
る
事
項
に
つ
き
、
中

答
申
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
¨

住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

い

熱
　
中
　
症

い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
が
到
来
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、

海
や
山
な
ど
屋
外
で
活
動
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
そ
こ

で
注
意
し
た
い
の
が
熱
中
症
で
す
。

熱
中
症
と
は

熱
中
症
と
は
、
体
の
中
と
外
の

″あ
つ
さ
〃
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
不
調
で
あ
り
、
専
門

的
に
は
、
「暑
熱
環
境
下
に
さ
ら
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
運

動
な
ど
に
よ
っ
て
体
の
中
で
た
く
さ
ん
の
熱
を
作
る
よ
う

な
条
件
下
に
あ
っ
た
者
が
発
症
し
、
体
温
を
維
持
す
る
た

め
の
生
理
的
な
反
応
よ
り
生
じ
た
失
調
状
態
か
ら
、
全
身

の
臓
器
の
機
能
不
全
に
至
る
ま
で
の
、
連
続
的
な
病
態
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
（熱
中
症
と
い
う
漢
字
に
は
、
読
ん
で

字
の
と
お
り
「熱
に
中
る
」と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
）

コゝ
一自
（

４
ノ
米
大

熱
中
症
は
、
い
く
つ
か
の
症
状
が
重
な
り
合
い
、
互
い

に
関
連
し
あ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
軽
い
症
状
か
ら

重
い
症
状

へ
と
症
状
が
進
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

極
め
て
短
時
間
で
急
速
に
重
症
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
は
、
た
い
へ
ん
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
十
分
に
そ
の
危
険
性
を
認
識
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

0
■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
一幽
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

●

瀬

田
博

さ
ん

（河
原
・
市
野
尾
）

砲
丸
投
げ

で
四
連
覇

●

●  ●

吉良禎人さん(高森・横町)

瑞宝双光章受賞
春の叙勲が発表され、吉良禎人さんが瑞宝双光章

を受賞されました。

吉良さんは、昭和 47年から調停委員として民事・

家事紛争の解決に尽力。地域社会に大きく貢献 して

きたことが認められ今回の受賞 となりました。

吉良さんは「私一人というより、高森調停協会に

いただいたものと思っています。今後も何 らかの形

で地域社会に貢献 していきたい」と話 していました。

輸酬ⅢI嗣耐Ⅲ彎
'

熊本県醤油みそ組合青年部
ステッカー製作
熊本県醤油みそ組合青年部が「子 どもを守ろう」

ステッカーを製作 しました。

これは、ステッカーを貼ることで子どもを事故・

事件から守 り、また ドライバー自身の安全運転にも

つながるようにと作 られたもので、熊本県醤油みそ

組合青年部副部長の吉良充展さんは「気軽に声をか

けてください」と話 していました。

7 raxamoRr rowN-2oo5.7

熊本県障害者スポーツ大会が運動公園陸上競技場

(KKWING)で 開催され、砲丸投げ競技に参加し

た瀬田博さんが見事優勝しました。

平成14年 に自身が出した県記録には届かなかったも

のの、 6m74cmの好記録で四連覇を成し遂げました。

瀬田さんは「今後も連勝記録を伸ばしていきたい」

と話していました。

阿蘇カルデラ
スーパーマラソン大会

阿蘇郡を駆け抜ける阿蘇カルデラスーパーマラソ

ン大会が開催されました。

大会には50km。 100kmの部に約1,000人 が参加。暑

い日ざしが照 りつける中、選手たちは力強い走 りを

見せていました。

また、清栄山頂では野尻川上神社獅子舞保存会が

演舞。疲れた選手たちを励ましていました。

知

っ
て
お
き
た
い

税

■
■
″
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ン入り黒どまきな紛
ボーんトーナツ

□材料 (1人分)

卵2個、 レーズン50
g、  小 麦 米分200g、

黒ごま大さじ5、 き

な粉大さじ5、 砂糖

大 さじ3、 塩 少 、々

ベーキングパウダー

小 さ じ1/2、  牛 乳

150cc、  揚レず7由適宜

ンは刻んでおく。

入れ、混ぜ合わせる。

いながら、形を整えて油で揚

げる。

レーズ

□作 り方

①卵は溶いて、レーズ

②ボウルに材料を全部

③②をスプーンですく

よく噛んで食べる

習慣をつけましょう!

現代の日本人は軟 らかい食べ物を好み、昔に比

べ噛む回数が少なくなったといわれています。よ

く噛んで食べると、脳の働 きを活発にした り、消

化吸収を助けるなどの効果があります。

★噛みごたえをアップする調理方法

・具が大 きいと飲み込みづ らいので、自然 と噛む

ことができます。

・水分を加えない焼 き魚等はよく噛む料理です。
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る

子
ど
も
の
人
権

親
な
ど
が
幼
児
や
児
童
を
せ
っ
か
ん

。
虐
待
し
、
と

き
に
は
死
に
至
ら
し
め
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

虐
待
は
、
親
自
身
の
育
ち
方

・
家
庭
生
活
で
の
ス
ト

レ
ス
や
子
ど
も
を
負
担
に
思
う
な
ど
の
親
子
関
係
が

原
因
な
ど
で
起
こ
り
ま
す
。

近
く
に
相
談
す
る
人
が
い
な
い
と
か
、
親
自
身
が

対
人
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
な
ど
、
家
庭

か
ら
孤
立
し
潜
在
化
し
て
い
る
場
合

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

虐
待
す
る
親
の
多
く
が
、
孤
立
し
て
子
育
て
で
悩
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。
近
所
の
子
育
て
中
の
家
庭
が
あ

こ　
　
　
　
　
　
　
げ
んき
　　
　　
　　
　　
　　
　
こ　　　　　　　しか
　
　
こえ

れ
ば

「子
ど
も
は
元
気
？
」
と
か
、
子
ど
も
を
叱
る
声

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

こ
え

が
よ
く
聞
こ
え
た
ら

「ど
う
し
た
の
？
」
と

一
声
か
け

て
地
域
の
力
で
子
ど
も
を
守
り
ま
し
よ
う
。

旧
力〓里
占に
往
何
＝
“

き
ょ
う
い
く

「
こ
れ
は
し
つ
け
だ
」
「
こ
れ
は
教
育
だ
」
と

お
や親

が

思

っ
て
も
、
子
ど
も
自
身
が
苦
痛
に
感
じ
て
い
る
か
、

子
ど
も
に
と

っ
て
そ
れ
が
有
害
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
虐
待
に
な
り
ま
す
。

″紆蟻́

か
ん
が

●  ●

0●

保
健
師
か
ら
あ
な
た

へ
の

保
健
事
業
紹
介
！

先
月
号
に
引
き
続
き
、
「歯
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

１
歳
６
か
月
児
。３
歳
児
健
診
で
、
む
し
歯
が
あ
る

お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
か
ら
の
お
話
し
や
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

・
母
乳
や
哺
乳
ビ
ン
が
な
か
な
か
離
れ
な
い
。

１
歳
を
過
ぎ
た
子
ど
も
を
寝
か
し
つ
け
る
た
め
に

哺
乳
ビ
ン
で
ミ
ル
ク
な
ど
を
与
え
続
け
る
と
、
常
に

糖
分
が
回
の
中
に
あ
る
た
め
、
上
の
前
歯
の
裏
側
が

む
し
歯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
哺
乳
ビ
ン
む

し
歯

（ボ
ト
ル
カ
リ
エ
ス
）
と
い
い
ま
す
。
哺
乳
ビ
ン

だ
け
で
な
く
、
寝
な
が
ら
乳
首
を
く
わ
え
て
母
乳
を
吸

う
の
も
同
じ
結
果
を
招
き
ま
す
。
ミ
ル
ク
や
母
乳
を

含
め
、
食
事
は
規
則
正
し
く
与
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
歯
の
手
入
れ
が
で
き
て
い
な
い
。

歯
み
が
き
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
歯
が
生
え
た
ら
ガ
ー
ゼ
な
ど
で
拭
く
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
歯
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ
て
遊
ば
せ
、

歯
ブ
ラ
シ
に
慣
れ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
子
ど
も

が
歯
ブ
ラ
シ
に
慣
れ
た
ら
、
歯
み
が
き
を
楽
し
く
す

る
よ
う
に
気
を

つ
け
て
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と

一

緒
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。
仕
上
げ
磨
き
を
忘
れ
ず
に
―

寝
て
い
る
間
は
だ
液

の
分
泌
も
低
下
す
る
た
め
、

む
し
歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
寝
る
前
の
歯
み

が
き
は
必
ず
し
ま
し
よ
う
。

〈子
ど
も
の
む
し
歯
は
周
り
の
大
人
の
責
任
で
す
〉

「乳
歯
は
ど
う
せ
生
え
変
わ
る
か
ら
む
し
歯
に
な

っ

て
も
い
い
」
と
思

っ
て
い
た
ら
、
と
ん
で
も
な
い
間

違

い
で
す
。
乳
歯
の
下
に
は
新
し
い
歯

（永
久
歯
）

が
あ
り
、
乳
歯
が
む
し
歯
に
な
る
と
永
久
歯
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
歯
が
む
し
歯
に
な

っ

て
抜
け
て
し
ま
う
と
、
歯
並
び
に
も
影
響
し
ま
す
。

歯
の
健
康
は
、
体
全
体
の
健
康
に
ま
で
大
き
な
影

響
を
与
え
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
ケ
ア
が
大
人
に
な

っ

て
も
続
い
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
の
歯
を
守
る
た
め

に
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
や
ん
み
ん
な
の
協
力
が
必
要
で
す
。
周
り

に
い
る
大
人
が
責
任
を
持

つ
て
む
し
歯
に
な
ら
な
い

生
活
習
慣
に
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。

◆
す

こ
や
か
歯
科
教
室

今
年
度
か
ら
妊
婦
さ
ん
と
幼
児
と
そ
の
お
母
さ
ん

を
対
象
に
年
２
回
の
教
室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
歯
科
健
診
、
講
話
、
ブ
ラ
ツ
シ
ン
グ
指
導
で
す
。

◆
１
歳
６
か
月
児
ｏ
３
歳
児
歯
科
健
康
診
査

歯
の
健
康
は
体
全
体
の
健
康
に
つ
な
が

っ
て
い
ま

す
。
健
診
を
受
け
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
す
。

◆
保
育
園

・
幼
稚
園
で
の
フ
ッ
素
洗
ロ

歯
の
質
を
強
化
す
る
た
め
に
、
フ
ッ
素
の
入
っ
た

溶
液
で
う
が

い
を
し
て
い
ま
す
。

◆
よ
い
歯
の
表
彰

３
歳
児
む
し
歯
０
、小
。中
・高
校
生
む
し
歯
０
、８
０
２
０

達
成
者
、
６
０
２
４
達
成
者
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

が
地
域

が
起
こ

ち

い
き

8

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る

制
度
で
す
。
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と

っ
た
と
き
の
老
齢
基
礎
年

金
や
、
万
が

一
の
場
合
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
病
気
や
失
業
な
ど
の
経
済
的

な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

前
年
の
所
得
が
少
な
い
な
ど
、
経
済

的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人
が
該
当
し
ま
す
。

申
請
免
除
に
は
、
保
険
料
の
全
額
を

免
除
す
る

「全
額
免
除
」
と
、
保
険
料

の
半
額
を
免
除
す
る

「半
額
免
除
」
が

あ
り
ま
す
。
申
請
免
除
は
ど
な
た
に
で

も
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
所
得

（収
入
）
が
、
次
の
基
準
額
を
下
回
る
場

合
に
承
認
さ
れ
ま
す
。
（基
準
額
は
家

族
構
成
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

○
全
額
免
除

（扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）
×
３５
万
円

＋
２２
万
円

○
半
額
免
除

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額

十
社
会
保
険
料
控
除
額
等

ま
た
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

２０歳■
か
に
は＝
狂
■
一
●

保
険
料
免
除
制
度
の
ほ
か
、
他
の
年

齢
層
に
比
べ
て
所
得
が
少
な
い
若
年
層

（
２０
歳
代
）
の
方
に
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

（若
年
者
納
付
猶
予
制
度
）
が
あ
り
ま

す
。
若
年
者
納
付
猶
予
の
所
得
基
準
は

全
額
免
除
と
同
様
の
基
準
額
で
す
が
、

世
帯
主
の
所
得
を
除
き
本
人
と
配
偶
者

の
所
得
の
み
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

鰺
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課
国
民
年
金
係
　
ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

申
請
を
す
る
こ
と
で
保
険
料
納
付
を
免
除

9 rexeuoRr rov/N-zoo5.7

じ ん け ん じ″‐けん

人権

rl,う みん_せい・がつ か    どう・わ たヽ さヽくかか,

住民生活課 同和対策係

にしましよう

.   こ     _

|1子どもの
|する1柱 :́|::

_‐・た●|‐■つ   ‐

を大切に 栄養士の ||

いただきまんす

〃

Ｙ
回

‐‐民
年
全
だ
二
ヶ

一
　

一
　

　

（

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す


